
神奈川県明るい選挙推進協議会及び神奈川県選挙管理委員会における 

選挙出前事業実施要綱 

 

 

１ 趣旨 

○ 若年層有権者の低投票率が全国的に問題となっている中、本県においても 18 歳、

19 歳をはじめとした若年層の投票率は低下傾向にあり、この年代に対する選挙啓発

は大きな課題となっている。 

○ そこで、「国や社会の問題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断し、行動

していく主権者」を育成する観点から、将来の有権者である中高生を主要な対象とし

て、主権者意識の醸成を目指すこととする。 

○ 具体的には、高校等の授業時間において政治と選挙の関係、選挙の概要や若年層有

権者の低投票率とその影響などを説明するとともに、グループワークや模擬投票を

実施し、生徒が主体的に政治・選挙に関わるきっかけとする。 

 

２ 実施主体 神奈川県明るい選挙推進協議会及び神奈川県選挙管理委員会 

 

３ 対象 県内の中学校または高校等 

 

４ 実施日時 電子申請システムによる申込み後、調整の上決定 

 

５ 実施場所 実施学校の教室、体育館等 

 

６ 実施内容 

（１）講義 

ア 政治と選挙の話（10分～15分） 

  グループワーク及び模擬投票の導入として、政治と選挙の関係、低投票率の課題

等についての基本的な説明をします。 

 

イ 選挙の重要性、投票のヒント等（40分～45分） 

政治活動と選挙運動の違いや、SNSにおける中高生（18歳未満の生徒）と選挙運

動の関わり、選挙の情報収集等についての説明をします。 

 

 ウ 選挙のことをしろう（35分～40分） 

   選挙制度や投票方法について簡素に説明するとともに、代理投票制度について詳

しい説明をします。主に、特別支援学校の児童生徒への説明を想定しています。 

 

（２）グループワーク（カジュアルな政策討論） 

  ワークシートを用いて架空の政策について５人１組のグループ（最大８組まで）で



議論します。 

（３）模擬投票 

   架空の候補者の政策について演説を聞いた後、ワークシートを用いて各候補者及

び政策の分析を行い投票します。投票後はワークシートで振り返りを行います。 

   県選挙管理委員会は、投票箱（２箱）と模擬投票用紙を用意します。 

 

７ スケジュール（表中の「★」はワークシートへの記入がある項目です。） 

  出前事業は、次のいずれかのスケジュールで実施します。お申し込み時に、希望す

る内容を電子申請システムで選択してください。 

 

（１）50分×２コマ（グループワークと模擬投票） 

項  目 時間(分) 

１ 講義（政治と選挙の話） １５ 

２ グループワーク★ ３５ 

（休憩） 

３ 

模擬投票 

４０ 

 趣旨説明、演説 

演説後、各自で候補者を分析★ 

投票 

開票作業中に選挙クイズ 

開票後、振り返り★ 

４ 感想発表、質疑応答 １０ 

 

（２）50分×１コマ（グループワークのみ） 

項  目 時間(分) 

１ 講義（政治と選挙の話） １０ 

２ グループワーク★ ３０ 

３ 感想発表、質疑応答 １０ 

 

（３）50分×１コマ（模擬投票のみ） 

項  目 時間(分) 

１ 講義（政治と選挙の話） １０ 

２ 

模擬投票 

３０ 

 趣旨説明、演説 

演説後、各自で候補者を分析★ 

投票 

開票作業中に選挙クイズ 

開票後、振り返り★ 



３ 感想発表、質疑応答 １０ 

 

（４）50分×１コマ（講義のみ） 

項  目 時間(分) 

１ 

講義（選挙の重要性、投票のヒント等） 

※適宜問いかけやクイズを挟みます 

４０  選挙の重要性 

投票のヒント 

神奈川県選管の取組 

２ 感想発表、質疑応答 １０ 

 

（５）50分×２コマ（講義とグループワーク） 

項  目 時間(分) 

１ 

講義（選挙の重要性、投票のヒント等） 

４０ 
 選挙の重要性 

投票のヒント 

神奈川県選管の取組 

２ 質疑応答 １０ 

（休憩） 

３ グループワーク★ ４０ 

４ 感想発表、質疑応答 １０ 

 

（６）50分×２コマ（講義と模擬投票） 

項  目 時間(分) 

１ 

講義（選挙の重要性、投票のヒント等） 

４０ 
 選挙の重要性 

投票のヒント 

神奈川県選管の取組 

２ 質疑応答 １０ 

（休憩） 

３ 

模擬投票 

４０ 

 趣旨説明、演説 

演説後、各自で候補者を分析★ 

投票 

開票後、振り返り★ 

４ 感想発表、質疑応答 １０ 

 

 



 

 

（７）50分×２コマ（特別支援学校等における出前事業その１） 

項  目 時間(分) 

１ 講義（選挙のことをしろう） ４０ 

２ 質疑応答 １０ 

（休憩） 

３ 

模擬投票 

４０ 
 趣旨説明 

演説 

投票 

４ 
集計、結果発表、まとめ、質疑応答 

１０ 
 開票中に代理投票の説明 

 

（８）50分×１コマ（特別支援学校等における出前事業その２） 

項  目 時間(分) 

１ 講義（選挙のことをしろう） ４０ 

２ 代理投票の説明 ５ 

３ 質疑応答 ５ 

 

８ その他ご留意いただきたい事項 

○ 実施日時はお申し込みいただいた希望に基づいて調整しますが、国政選挙や県政選

挙の執行前後は実施できないことがありますので、ご了承ください。なお、原則とし

て平日のみの実施とし、土日祝日は実施いたしませんのでご了承ください。 

○ 講義資料は、県選挙管理委員会のホームページからご覧いただけます。お申込みに

あたりご参照ください。 

○ グループワークは５人１組での実施となります。また、一度に 40 人（８組）まで

の実施となるため、クラス単位での実施となることをご了承ください。また、資料の

都合上、40 人を超えての複数クラス同時での実施はできないため、学年単位での実

施をご希望の場合は、時間を分けての実施となることを併せてご了承ください。 

○ 模擬投票は架空の候補者及び政策を扱います。投票後の開票作業は手作業で実施し

ます。また、グループワークと異なり学年単位での実施も可能です。なお、投票箱

（２箱）と投票用紙は県選挙管理委員会が用意しますが、記載台は用意がございませ

んのでご了承ください。 

○ 特別支援学校での実施等、生徒に対し一定の配慮（より簡易な内容としてほしい、

ルビを振ってほしい等）が必要な場合は、予めその旨をお伝えください。 

 


